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POU2F1

POU2F1; OCT1; OTF1; POU domain; class 2, transcription factor 1; NF-A1; Octamer-binding
protein 1; Oct-1; Octamer-binding transcription factor 1; OTF-1
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	応用
	抗原情報
	背景
	OCT1転写因子は、POU転写因子ファミリー（Sturm et al., 1993 [PubMed 8314572] によって要約）で最初に同定されたメンバーの一つです。このファミリーのメンバーは、DNAが八量体配列ATGCAAATに結合するために必要な160アミノ酸からなるPOUドメインを含みます。[OMIM提供、2010年7月],機能：八量体モチーフ（5'-ATTTGCAT-3'）に結合し、一部の低分子核RNA（snRNA）遺伝子、ヒストンH2B遺伝子、免疫グロブリン遺伝子などのプロモーターを活性化する転写因子。NR3C1、AR、およびPGRによる転写活性化を調節します。,PTM：PRKDCによってリン酸化されます。,類似性：POU転写因子ファミリーに属します。クラス2サブファミリー。,類似性:ホメオボックスDNA結合ドメインを1つ含む。,類似性:POU特異的ドメインを1つ含む。,サブユニット:NR3C1、AR、PGR、HCFC1と相互作用する。,組織特異性:普遍的。アイソフォーム2はリンパ球特異的。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	OCT1抗体を用いたパラフィン包埋ヒトリンパ節組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	OCT1抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したOct-1ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000 に希釈した Oct-1 ポリクローナル抗体を使用した HeLa 細胞のウエスタン ブロット解析。

